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一
号
に
寄
稿
さ
れ
た
内
村
の

文
章
に
は
、「
社
会
主
義
が
暴

徒
の
巣
窟
と
成
り
了
ら
ん
か

を
恐
れ
た
り
」
と
い
う
一
文

が
み
ら
れ
る
。そ
こ
か
ら
は
、

キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
へ
の

理
解
と
と
も
に
、
唯
物
論
的

な
社
会
主
義
に
対
す
る
痛
烈

な
批
判
を
読
み
取
る
こ
と
が

で
き
る
。
い
わ
ゆ
る
マ
ル
ク

ス
派
社
会
主
義
と
は
一
線
を

画
し
て
い
た
キ
リ
ス
ト
教
社

会
主
義
に
関
す
る
言
説
は
、

近
代
社
会
、
と
く
に
明
治
以

降
の
日
本
の
歩
み
を
省
察
す

る
に
あ
た
っ
て
の
思
想
的
な

〈
断
面
〉
を
示
し
て
い
る
。 

	
 	
 	
 	
 

 
白
十
字
キ
リ
ス
ト
教
社
会

主
義
研
究
会
（
略
称
：
白
十

字
の
会
）
は
、
二
〇
一
五
年

一
一
月
一
日
、
万
聖
節
（
諸

聖
人
の
日
）に
設
立
さ
れ
た
。

そ
れ
か
ら
約
一
年
の
準
備
期

間
を
経
て
、
今
回
、
月
一
回

の
定
例
読
書
会
が
開
始
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
以
下
、

そ
の
概
要
を
紹
介
し
た
い
。 

 

歴
史
的
な
文
脈
か
ら
み
た

キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
は
、

一
九
世
紀
に
お
け
る
資
本
主

義
の
広
が
り
に
対
し
て
、
そ

の
矛
盾
を
解
消
し
、
産
業
革

命
以
後
の
労
働
者
の
権
利
を

守
る
た
め
の
運
動
と
し
て
は

じ
ま
っ
た
。
代
表
的
指
導
者

と
し
て
、
英
国
の
ラ
ド
ロ
ー

と
モ
ー
リ
ス
、
チ
ャ
ー
ル

ズ
・
キ
ン
グ
ズ
リ
ー
が
い
る
。

日
本
に
お
い
て
は
、
安
部
磯

基
督
教
友
愛
新
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白十字の会読書会  
キリスト教社会主義×ヘーゲル左派の諸文献を再検討!!  

写真：昨年 11 月の立ち上げ式にて	
 

の
頃
を
思
い
だ
し
た
。 

 

都
心
か
ら
二
時
間
程
度

だ
が
、
秩
父
鉄
道
の
車
窓
の

風
景
は
、
ま
っ
た
く
の
別
世

界
で
あ
る
。
コ
ン
サ
ー
ト
が

終
わ
る
と
、
皆
野
駅
前
の
横

丁
で
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
お

祭
り
が
開
催
さ
れ
て
い
た
。

聞
い
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

「
秩
父
で
は
、
一
年
中
、
何

か
に
つ
け
て
お
祭
り
を
や

っ
て
い
る
」
ら
し
い
。
山
の

幸
の
素
朴
な
味
、
郷
土
の
皆

さ
ん
の
素
敵
な
笑
顔
。
秩
父

の
土
地
で
出
会
っ
た
風
景

は
、
ま
る
で
幼
い
日
の
憧
憬

そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
折
に

ふ
れ
て
再
訪
し
た
い
。 

「
君
は
文
学
研
究

者
か
。そ
れ
な
ら
、

賀
川
豊
彦
を
読
ん

で
は
ど
う
か
？
」

―
―
二
〇
一
五
年

一
月
、
あ
る
社
会

運
動
の
会
合
で
、 

生
活
ク
ラ
ブ
生
協
連
合
会

会
長
の
加
藤
好
一
さ
ん
に

助
言
を
い
た
だ
い
た
。 

 

な
ぜ
、
い
ま
賀
川
豊
彦

な
の
か
。
な
ぜ
、
い
ま
キ

リ
ス
ト
教
社
会
主
義
な
の

か
。
こ
れ
ま
で
と
は
別
の

研
究
会
と
機
関
誌
を
つ
く

ろ
う
と
思
い
立
っ
た
背
景

と
し
て
は
、
自
分
自
身
、

政
治
・
経
済
に
対
す
る
知

識
の
乏
し
さ
を
痛
感
し
た

こ
と
も
大
き
い
。
率
直
に

学
び
た
く
な
っ
た
。
加
え

て
、
今
年
五
月
、
古
戸
圭

一
郎
（
ふ
る
と
）
氏
の
主

催
す
る
『
余
白
の
Ｒ
』

Vol.6

大
学
特
集
に
寄
稿

し
た
こ
と
が
、
自
己
省
察

の
好
機
と
な
っ
た
。
数
年

間
、「
学
問
と
芸
術
」
の
あ

い
だ
で
足
掻
い
て
い
た

が
、
先
日
、
篠
崎
キ
リ
ス

ト
教
会
の
川
口
通
治
牧
師

か
ら
も
「
地
に
足
を
つ
け

な
さ
い
」と
諌
め
ら
れ
た
。

真
摯
に
耳
を
傾
け
た
い
。

こ
れ
か
ら
は
、「
教
育
と
福

祉
」
の
た
め
に
、
小
さ
く

な
っ
て
歩
も
う
。
漸
進
で

よ
い
、着
実
に
進
む
べ
し
。 

幹
を
な
し
て
い
る
キ
リ
ス

ト
教
社
会
主
義
の
解
説
に

つ
い
て
は
、
各
回
の
は
じ
め

に
書
記
長
の
倉
井
か
ら
一

〇
分
程
度
の
報
告
を
行
い

た
い
と
考
え
て
い
る
）。
参

加
者
の
自
発
的
な
提
案
に

基
づ
い
て
、
大
幅
な
軌
道
修

正
も
あ
り
う
る
と
思
う
。
神

の
義
と
自
由
に
あ
る
諸
君

の
参
加
を
こ
こ
ろ
よ
り
お

待
ち
申
し
上
げ
る
次
第
だ
。 

雄
、片
山
潜
、石
川
三
四
郎
、

木
下
尚
江
ら
の
刊
行
し
た

月
刊
紙
『
新
紀
元
』
を
は
じ

め
、
賀
川
豊
彦
な
ど
の
作
家

が
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義

の
立
場
を
表
明
し
て
い
た
。

さ
ら
に
、
近
代
日
本
を
代
表

す
る
独
立
伝
道
者
の
一
人

で
あ
る
内
村
鑑
三
も
ま
た
、

当
初
は
キ
リ
ス
ト
教
社
会

主
義
に
一
定
の
理
解
を
み

せ
て
い
た
。『
新
紀
元
』
第

 

い
ま
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会

主
義
を
読
み
な
お
す
こ
と

の
意
義
は
、
政
治
・
経
済
・

文
化
を
め
ぐ
る
固
定
化
さ

れ
た
見
方
を
相
対
化
し
、
動

的
か
つ
複
層
的
な
視
座
、
実

践
・
行
動
に
資
す
る
社
会
主

義
の
理
論
を
提
示
す
る
と
こ

ろ
に
あ
る
。
さ
し
あ
た
っ
て

の
目
標
と
し
て
、
上
述
の
よ

う
な
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義

の
歴
史
の
復
習
を
通
じ
て
、

近
代
以
降
の
政
治
・
経
済
理

論
の
批
判
的
考
察
を
行
う
こ

と
に
し
た
い
。 

 

な
お
、
本
会
に
は
も
う
一

つ
の
軸
が
あ
る
。
来
年
２
月

に
開
始
予
定
の
読
書
会
は
、

今
年
７
月
、
都
内
某
所
で
開

催
さ
れ
た
マ
ル
ク
ス
読
書
会

の
企
画
を
継
承
す
る
も
の
で

も
あ
る
の
だ
。
当
面
の
学
術

的
課
題
と
し
て
、「
一
神
教
と

マ
ル
ク
ス
主
義
の
関
係
に
つ

い
て
の
再
検
討
」、
あ
る
い

は
、「
キ
リ
ス
ト
教
を
再
考
す

る
た
め
の
ヘ
ー
ゲ
ル
左
派
・

マ
ル
ク
ス
主
義
の
研
究
」
を

掲
げ
、
二
〇
世
紀
の
世
界
を

二
分
し
た
資
本
主
義
と
社
会

主
義
と
い
う
世
界
シ
ス
テ
ム

に
対
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
そ

の
限
界
を
克
服
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
、
オ
ル
タ
ナ
テ

ィ
ブ
な
方
向
性
は
可
能
な
の

か
、
と
い
っ
た
こ
と
を
検
討

す
る
こ
と
に
し
た
い
。
こ
の  

一
一
月
六
日
（
日
）
に
秩

父
へ
行
っ
た
。
皆
野
駅
近
く

の
小
さ
な
コ
ン
サ
ー
ト
ホ

ー
ル
へ
向
か
う
用
事
が
あ

っ
た
の
だ
。
午
前
中
に
今
井

館
聖
書
講
堂
を
出
発
し
、
東

急
東
横
線
の
都
立
大
学
駅

か
ら
、
渋
谷
を
過
ぎ
、
池
袋

を
通
り
越
し
て
、
直
通
の
東

武
東
上
線
で
乗
換
の
寄
居

駅
を
目
指
し
た
。
目
的
地
に

近
づ
く
た
び
、
駅
の
周
囲
の

景
色
が
変
わ
っ
て
い
く
。
そ

し
て
、
寄
居
駅
か
ら
は
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
（Suica

、PASM
O

）

が
使
え
な
い
。
戸
惑
い
な
が

ら
も
、
紙
の
切
符
を
購
入
し

て
改
札
を
抜
け
た
。
子
ど
も

視
点
を
導
入
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会

主
義
を
文
学
史
・
哲
学
史
の

な
か
に
位
置
づ
け
る
だ
け

で
は
な
く
、
現
代
的
な
問
題

編
成
の
な
か
の
「
生
き
た
思

考
／
実
践
」
と
す
る
こ
と
も

可
能
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。 

 

以
上
が
、
白
十
字
の
会
の

主
催
す
る
読
書
会
に
む
け

て
の
概
要
で
あ
る
。
と
は
い

え
、
こ
こ
に
記
し
た
内
容

は
、
厳
格
な
信
仰
箇
条
で
も

な
く
、
政
治
的
な
綱
領
で
も

な
い
。
読
書
会
の
開
催
に
あ

た
っ
て
は
、
一
人
の
講
師
が

主
導
す
る
も
の
で
は
な
く
、

一
人
一
人
が
テ
キ
ス
ト
を

読
み
、
民
主
的
に
議
論
し
あ

う
ス
タ
イ
ル
を
想
定
し
て

い
る
（
た
だ
し
、
本
会
の
根

学問と芸術の運動体 

イクトゥス 
プロジェクト 

次世代表現者たちの小魚群をめざして 

http://www.ichtus.net/ 

⒕
新
紀
元
⒖
同
人
⒍
賀
川
豊
彦
の
思
想
を  

21
世
紀
の
社
会
に
活
か
す
た
め
の
試
み  

秩⽗父地⽅方を視察（第 1回）  

畠山重忠・秩父困民党（農民軍）ゆかり
の地、歴史・文化的多様性を内包する風
土に真正キリスト教社会の建設を想う。 
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告知	
 

	
 

2017 年 02 月!!  
キリスト教社会主義×ヘーゲル左派  

定期読書会を開始!!	
 
	
 

【参考図書】	
 

	
 

イマヌエル・カントの信仰的著作	
 

ヘーゲル『キリスト教の精神とその運命』	
 

ダーフィト・シュトラウス『イエスの生涯』	
 

フォイエルバッハ『キリスト教の本質』	
 

マルクス『資本論』	
 

カール・バルト、パウル・ティリッヒの各著作	
 

19 世紀英国における産業革命とキリスト教社会主義	
 

『新紀元』同人、賀川豊彦らのキリスト教社会主義	
 

内村鑑三、無教会の伝道者たち	
 

その他	
 

（順不同）	
 

	
 

毎月 1 回、土曜日、	
 

首都圏で開催予定。	
 

	
 

詳細は、次号告知を待て!!	
 
	
 
	
 

※本読書会は、学術的関心に基づく有志の集まりです。主催団体名に「キリスト教	
 

社会主義」と銘打っておりますが、「信仰の有無・教派の別」等は一切問いません。	
 

	
 

	
 

主催：白十字キリスト教社会主義研究会	
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